























































































































(言語学的段階)- 発音器官を使用して声に出す (生理学的段階) -
音波が空気中を伝わる (音響学的段階) - 音波を耳で知覚する (生理学的
段階) - 知覚した昔を言語学的形式に置き換え､理解する (言語学的段階)
ここで学習者にとって特に重要なのは言語学的段階と生理学的段階といえる｡
Gimson(1994)においても聞き取りのメカニズムは二つの段階に分けられ
るべきだと主張されている｡それらはすなわち､音響学的刺激に反応する生理
学的段階と､その刺激を脳内の言語システムで分析する心理学的段階である｡
いずれの場合にしても､聞き手の行動を段階ごとに分けて考えることから聴
解指導は始まるということをここでは主張するものである｡
2.2.二つのコミュニケーション手段
ここでは､各手段及び段階がコミュニケーション活動の中でそれぞれの段階
がいかなる位置にあるのかを整理してみる｡次のように図示することができよ
う｡
他者との交流 (
言語学的手段
(
生理学的段階
言語学的段階
非 (副)言語学的手段
上の図からも分かる通り､実際のコミュニケーション活動においては､言語
学的段階､すなわち1.2.で述べられているような語嚢及び統語的知識は一
部を担うに過ぎない.しばしばテープを使用しての聴解指導の現場では､非
(副)言語に比べて言語的手段が大きな割合を占めるのはいたしかたない｡し
かし､実際は人間の限られた情報処理能力を補うために両方の手段を駆使して
いることを次に述べる｡
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2.3.情報処理を容易にするために行われること
A.言語学的手段を使用する
ここでは､二つの工夫があげられる｡
一つは､その言語の音韻体系､又は文法構造に関する知識を利用して､
ある特定の言語項目の生起する制限をあらかじめ予測することである｡よ
く､聞き取りは極めて能動的かつ創造的な活動であると言われるのはこの
ような理由からである｡当然､学習者の音韻論的知識や統語的知識が聴解
に大きく影響することになる｡言語音の認識における予測の効果について
は､Peter&Pinson(1963)の行ったいくつかの実験により証明されてい
る｡
もう一つは､どんどん耳に入ってくる言語情報を単純化､概念化して短
期記憶の中におさまるようにすることだ｡どんなに長い文でも､それを個々
の音の集まりとして碇えるのではなく､単音-フレーズ一文一文車全体の
順で概念化した上で処理してゆけばよい｡Ll使用者はこれを無意識のう
ちに行っているが､学習者はその過程のどこかでつまずいているうちに処
理すべき情報量がどんどん増え､しまいには膨大な量になってゆくのを見
送ることになる｡逆にいえば､言語学的及び生理学的両段階における能力
を必要とするこの処理ができれば､聴解力はかなり高いとみなすことがで
きよう｡
B.非 (副)言語学的手段を使用する
コミュニケーション活動における非 (副)言語学的手段の重要性は2.
2.で述べた通りである｡聞き手は､話し手の表情や身振りから､また繰
'り返しによる余剰性から､さらにスクリプトや文化的､社会的スキーマか
ら､聞こえてくる内容をある程度限定することができる｡聴解指導におい
ては､1.3.で述べられている通り､聞き手のスキーマを活性化するよ
うな指導法が提案されている｡
次に､以上のことがらが学習者の抱える問題とどう結びつくのかを論じる｡
25
3.学習者の習得段階と指導法を結びつける｡
3.1.学習者の声
発音法の授業で学習者にリスニングの練習をさせると､決まってつぎのよう
な声が聞かれる｡それらを段階分けした上であげると､次のようになる｡
A.生理学的段階 (個々の音を識別できない)
･｢音が開き取れない｣
･｢[1]と[r],[S]と[0】などの音が聞き分けられない｡｣
B.言語学的段階
･｢音はわかるが､意味が解らない｡｣
･｢速くてついて行けない｡｣
･｢聞き取れてもすぐに忘れてしまう｡｣
C.非言語学的なもの
･｢教室内ではうまくいくが､実際の場面では緊張してしまう｡｣
･｢会話の流れについて行けない｡｣
3.2. それぞれの段階におけるス トラテジー
ここでは､3.1.であげられた学習者の抱える問題点の対策法として､1
章で述べた指導法との結びつきを論じる｡
A.生理学的段階における対処法
物理的条件を整えることが必要である｡具体的には､1.1.で述べた
MOTORTHEORYをもとに､単音から音変化に至る練習を発音､聞き取
りの両面から行うことにより､音に慣れるとともに,音韻体系を身に付け
るようにする｡
B.言語学的段階における対処法
統語､語嚢､音韻論的知識の重要性を認識させた上で､情報の処理方法
を学ばせる｡｡1.2.及び2.3.に詳述してある｡
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C.非言語的な段階における対処法
コミュニケーションにおいては､非言語及び副言語的情報を十分に利用
することが必要であることを認識させ､これらの情報の入手方法や利用法
について指導する｡
4.結論
以上3つの段階に分けて論じてきたが､三者の関係は､学習者の習熟度によっ
て縦に並べられるものではなく､むしろ互いに絡み合っている場合が多い｡従っ
て指導者は､個々の学習者の抱える問題がいかなる段階に起因するのかを正確
に判断し､適切な指導法を用いることが望まれているといえるだろう0
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